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下野竜也さん（指揮者）

イ
ン
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ー

グスタフ・マーラー

全プログラム
を
紹
介
し
ます

　下野竜也さんの指揮による京都市交響楽団とソプラノ独
唱に今久保宏美さんを迎え、テーマ作曲家グスタフ・マー
ラーの「交響曲第４番」をお届けします。
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　グスタフ・マーラー（1860～1911年）は、19世紀から20世紀
にかけて、東洋と西洋、芸術音楽と民族音楽、高尚な音楽と通俗的
な音楽、声と楽器、声楽曲と器楽曲、19世紀音楽と20世紀音楽、
生と死など、さまざまな要素を組み合わせて新しい音楽的宇宙を創
造した音楽家として知られています。
　音楽祭のメーンテーマ「未来に架ける人の輪・音の輪」は、音楽
を通して人づくりを目指すという意味で設けられました。音楽を通
じた人と人、プロとアマチュア、クラシックとポピュラー、そして
地域と地域、地方と中央、日本と世界の交流を培うことへの希望を
象徴するものです。万能な作曲家であるマーラーは、未来に向けて
さまざまな要素を含みながら音楽都市として飛躍を目指す津山にふ
さわしい作曲家です。

テーマ作曲家：グスタフ・マーラーとは

　今年は、第10回津山国際総合音楽祭が開催されます。
　この音楽祭は、｢未来に架ける人の輪・音の輪」を
テーマとして、津山にゆかりのある人や市民などが、
コンサートやリサイタルなど、多彩な催しで音楽を奏
でます。皆さん、ぜひご参加ください。
問津山国際総合音楽祭委員会事務局（津山文化センタ
ー内：山下）☎24-7744

プログラムパンフレット

津山国際総合音楽祭
The 10th Tsuyama International  All-Round Music Festival 2017

第10回

マーラー交響曲
　　第4番演奏会

午後３時開演
　(午後２時30分開場)
ところ　津山文化センター
　(山下）

10月21日(土)

料金　一般＝5,000円、高校生以下＝無料（整理券要)
曲目　交響詩「死と変容」op.24（R.シュトラウス)、交響曲第４番ト長調（G.マーラー）
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